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一東部ヒマラヤ研究会へのお誘い一

「アッサム北部の山岳地帯をめぐって」

藤 井   毅

ヒマラヤ山脈を,ブータンよりもさらに東 にた

どっていくと,7000メ ー トル級の高山が点在する

“アッサム・ ヒマラヤ"と 呼ばれる地域にいきあ

た ります。そして,さ らに東に視点を移す と,ヤ

ルツァンポ江の渓谷をはさんで,幾分高度は低 く

なるものの6000メ ー トル級の山々のそびえる南東

チベ ツトヘと達 します。一方,その南東チベット

やインド東北辺境 と境を接するビルマ北部や中国

雲南省北部にも,力・ カルポ・ ラジをはじめとす

る。6000メ ー トル級の注目すべき山々を見ること

ができます。

アッサムの北辺を中心 とするとマラヤの東部地

域は,現在にいたるまで,私たちの手の全 くとど

かない閉ざされた地域でした。

そこにはどんな人達が住んでいて,どんな文化

を持って,ど ういう暮しをしているのか。あるいは,

“アッサム・ ヒマラヤ"と いうが,1可 という名の,

どういう山が, どこにあるのか。そういうこまか

いことは,すべて私達の実際に知ることのできな

いことだったわけです。

“アッサム''と いって も,そ の言葉か ら思いう

かぶのは,「アッサ ム紅茶」か「年間降雨量が10

,000ミ リを越す土地がある」 といった程度のこと

で,ア ッサムの平野部や,山岳地帯の全体像を描

き出すことは,大部分の人にとって困難なことだ

と思います。

毎年おびただしい数の人達が訪れているネパー

ルなどにくらべると,ア ッサムー帯は,私たち外

部のものにとって,一昔 も二昔 も前の,登山や旅

行の対称 となる以前の土地 といってもよいでしょ

,0

現在 も,ア ッサム北部の中印国境は画定 されて

おらず,昨年 も,中国とインドの武力衝突が伝え

られたばか りです。アッサム北部は新 しい州の名

の, “アルナチャル・ プラデッシュ"と 呼ばれ(以

前のNEFA),ィ ンドの行政下におかれています。

現在,一応の境界線といわれている。マクマホ

ン・ ラインは,だいたい自然境界に一致 し,そ の

境界上にはニュギー・ ヵンサン (7047m),ゴ リ。

チェン (6751m),ヵ ン ト (7089m)等の高山を目

にすることができます。また,目 を東に転 じれば,

ヤルツァンポ江の大湾曲部にそびえたつ,ナ ムチ

ャ。バルワ (7755m),ギ ャラ・ ペ リ (7150m)な

どの存在に注目できます。

“登山"と いう行為その ものについてみれば,

アッサム・ ヒマラヤはゴリ・ チェン以外 に見るべ

き記録はな く,今 日に至 るまで,地理的踏査の対

象だったといってよいでしょぅ。

つい最近では,1973年以来進められて きた,中

国科学院の手による,ヤ ルッァンポ江の大湾曲部

に対す る総合科学調査の結果が発表 されはじめた

ことが注 目されます。

F, M, ベイリイσ)``No Passport to Ti―

bet"(邦題「 ヒマラヤの謎の河」)な どを通 してしか ,

知ることができず,長い間 “神秘の渓谷 "“ ナゾの

湾曲部"と いわれてきたこの渓谷が,今,私たち

の目の前に開かれると思 うと,軽い興奮をおぼえ

るものです。

また,こ のように外部の者である私達 にとって

地理的に理解できない点が多いこのアッサムー帯は,

同時にすばらしい人達が住む土地で もあるのです。

ハイメンドルフ教授の「ヒマラヤの蛮族」など

によってわずかながら知ることがでぎますが,ア

ッサムの北部は主要な部族だけでも25を越す様々

な部族の人達が暮す土地であるわけです。

ブータンやチベットと境を接する地域では,ラ
マ教文化のもとに暮らすモンパ族,ビルマと境を

接する地域ではビルマからラオス,ベ トナムヘと,

東南アジア諸地域とのつながりの強い部族が住ん

でいます。

平野部のインドや, ヒンズー教を信仰するイン

ド,あ るいは,チ ベットなどは,多 くの点で違 う,

様々な部族が独自の文化をもって生活しているわ

けです。

現在このアッサム北部の行政を担当している,

“アルナチャル・プラデッシュ"の文化政策とい
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うものはどうい うものなのかということは,ア ル

ナチャル当局か ら発行された書籍を通してか らし

か知ることができませんが,そ れか ら知 りえた

範囲では,こ のアッサム北部の山地に住む人々と

いうのは,イ ン ド亜大陸のなかでも,き わめて特

異な,雄大な世界を持った人達であるように思わ

れるのです。

私が,こ の東部 ヒマラヤ地域にひかれ出したの

は,74年にアッサムを訪れて以来なのですが,私

自身その全体像す ら描き出す ことができないのに,

こうしてつたない文章で,会員の皆 さんに,ア ッ

サム周辺を紹介することはほん とうに不可能なこ

とだと思います。

しかし,そ れ`で も敢えて,こ うして「東部 ヒマ

ラヤ研究会」への参加を呼びかけたいと思います。

ヒマラヤ全域のなかでも, きわめて特異な地域

であるこの地に暮す人たちとのかかわりを作 ってい

く実践的な研究活動を進めていきたいと思います。

私個人の考えでは,ア ッサム・ ビルマ北部南東

チベット,雲南北部等を主要対象地域 とし,と り

あえず,文献目録作 り,主要文献の翻訳を中心に

行い,ア ッサムや ビルマでも入域可能な地域を訪

れてみることを考えています。また,私個人は,

その地に住む人々の生活や文化に大 きな興味があ

るのですが,ア ッサム・ ヒマラヤの未踏峰への実

際的な登山活動,地理的探査活動を推 し進めてい

きたいと思っている方々の参加 も是非お願いした

いと思いはす。集中的に活動 したいのでHAAJ
の他の研究会に所属されている方はこ

｀
遠慮下さい。

とりあえず,メ ンバーの出そろうまでは,藤井

が事務を担当いたしますので,下記まで連絡をい

ただきたいと思います。

〒 153東京都目黒区

藤 井   毅

藤井は 8月 中旬よリアッサムヘ調査に行 き,12

月末のHAAJア ッサム調査隊の現地準備をします

ので連絡は 7月 末迄にして下さい。

ラダックの開発

イン ドの 月刊新聞 「HIMAVANTA」 1975年 3月 号 よ り

ラダックの繁栄にむかってのおそい歩みは人々

にとっては不満足なものである。その理由を見つ

けるのはそうむつかしいものではない。

ラダックの労働できる期間は 1年のうち僅か 6

カ月 しかない。しか も,1974年 には175人 の役人は

ほんの数 日間か ら5カ 月しか滞在 しなかった。彼

らのほとんどはカシミールか らきており,ほ んの

僅かがジャンムか らきているだけだからである。

このことは,開発局長 (Development Commi―

ssioner)の事前の許可なしで毛布を作るごとを

禁止 したりとい うように開発に影響を及ぼしてい

る。

例えば,プガ (Puga)の地熱発電は1973年 に

調査されたが,仕事は最近始まったばか りである。

現在,丁度 1〔 MW〕 の電気を送 り出している。世

界で一番標高の高いところにあるスタックナ (S―

takna)の 発電所 も調査され仕事が始まっている。

早 く手をつけねばならないすべてのことが充分

考慮されてはいないのである。この地方の建築の

パターンに調和 しない堂々とした建物の建設がイ

ンド中央政府の調査団によってコメン トされてい

る。しかしながら, ラダックの進展に対 しての主

な防害は不充分な電力と通信である。今やそれら

は最優先ですすめられるべきである。

きびしいラダックに “緑の革命"を もたらす前

ぶれとして軍の食料研究所によって救急の処置と

して温室効果をする銀色の肉ば りがな されただ

けである。一世紀の間, ``ク リム"と 呼ばれる大

麦の一種の他は育たなかったものである。

農業研究所はポリシー トをぶせた溝に種をまき,

気温が 0度近 くでも発芽の早 くなるとい う野菜を

育てる方法をおこなっている。種は 3月 初旬にま

き,4月 中旬には苗をピーナッの間に植 えること

ができた。軍の科学者は軍の仕事だけにとどまら

なかった。彼 らは個人農家を訪ね,農夫を研究所

に招待 し,農夫たちと一緒に話しあった。

彼.ら の熱意が実って,農家の生産は1973年初頭

には早 くも1200ト ンの野菜1500万ルピーとなった。

それ以来,生産はだんだん増加し,今ではキャベ

ツ,カ リフラワー,人参,カ プラ,豆, トマ ト,

2



玉ネギ, トウガラシなどができるようになった。

最近ではトウモロコシや小麦も育てている。農夫

はかっては泉か小川から水をひいていたが,今は

パイプの井戸を使っている。軍の科学者は現在農

HAAJが 75年 に派遣したカシ ミール・ ヒマラヤ

及びガルワール・ ヒマラヤ両遠征隊の正式報告会

が, 2月 27日 約70名の出席者を得て開催された。

会場の東京郵便貯金会館はイスが足 りないほど

の盛況で,HAAJ会員以外 も多数参集 された。

報告会は午後 6時30分に開会,植竹理事の司会

で進められた。岩水理事の挨拶のあと最初にカシ

ミール隊の報告が行なわれた。

山森副隊長が遠征概要を説明したあと,ス ライ

ドを使用してス リナガル出発から始まって登山行

動の内容を詳細に紹介 した。

頂上直下7000m近 くまで迫 りながら一歩及ばず

断念せざるを得なかったが,少人数,短期間で全

力を尽した同隊の健斗に盛んな拍手が送 られた。

また,こ の山域での登山は我国最初であり,貴重

な記録として参加者の興味を引いたようである。

次いでガルワール隊の報告が清水隊長から行わ

れた。

登山のあらましを報告のあと, 8ミ リ映画が上

映され,稲田副隊長 との対談形式で説明があった。

インドの街の風景,キ ャラバン中に見かけた青い

ケシの花,そ して三峰の初登頂に至るまでの経過

に参加者を引 きつける内容であった。(只,残念な

ことにフィナーレの部分が映写機の トラブルでカ

トされた。 )

40年ぶ りに人間が入 ったといぅめず らしい地域

だけに貴重な記録であった。

終 ってイン ド・ ヒマラヤに関しての質疑が行わ

れ,午後 8時30分に閉会 した。

参加者の範囲は青森から長崎までとHAAJら し

い報告会 とな り,久 しぶ りに親交をあたためる風

景が沢山見られた。

参加者には両隊の帰国報告書「イン ド・ ヒマラ

業シーズンの延長,多重種まき, きのこの育成,

園芸の楽しみ,そ して植林さえも目的として3333

mか ら6000mの高所で温室と温箱の実験をしつつ

ある。その成功を祈りたいものである。 (沖 訳)

ヤ」が配布された。これは「ヒマラヤ」 3月 号を

一部改訂したものである。いずれ本報告書が発刊

される予定になっている (帰国報告書は 1部600

円十送料で事務局に若干残部がある)。

また両隊の英文梗概も希望者に配布された。閉

会後HAAJヒ マラヤ委員会が行われ,ア フガン隊

のことなどを検討した。

一==イ ンド・ ヒマラヤ報告会・会計報告 ==一

収入 会費 参加者71名 中,招待者17名 は無料

71-17=54名 ×1000円   54,ooo円
寄付 青森県八戸ヒマラヤ遠征隊

(1976年 ドウナギリ)  lo,ooo円

計64,000円

支出 会場費            6,710円
連絡費など雑費        3,190円
報告書印刷費の 1部として   54,100円

計 64,000円

上記の通 り報告いたします。   係   沖

― HAAJヒ マラヤ集会
―

予告

〈東京ヒマラヤ集会〉 毎月第1金曜 自由集会
18時 30～

第 4金曜 テーマ集会
18時 30～

於 :HAAJ東京事務所。以下同じ。
4月 23日 (金 )ガルワル・ ヒマラヤ情報
5月 21日 (金 )秘境ラダック

6月 25日 (金 )ア フガニスタンの旅

〈名古屋 ヒマラヤ集会〉 毎月第 2金曜日

於 :名 古屋駅前エア・ インデイア

ホテル・ ニューナゴヤ 747号室

0 052-581-5876
4月 9日 (金 )ガルフル・ ヒマラヤ情報
5月 14日 (金 )未知のザスカギル

6月 11日 (金 )秘境ラダック

〈5月 の連休山行〉 ワハン隊の合宿に合流して山行をお
こなう予定です。参加希望者は名古屋事務所へ大至急申し
込んで下さい。雪の山を歩いたことのある人ならどなたで
もどうぞ。

NK,GH隊 報告会開く

両隊の健斗をねぎらう

3



サンダクプー紀行

一行は 6人 ,と いうの もなけなしのルピーをは

たいて 500ル ピーのジープをチャーターした私達

二人 と,そ のジープの運転手 と助手,そ れにいつ

の間にか私達の仲間に当然のような顔をして加わ

って きたヒマラヤン トラベルのボスと彼の友人。

シー トがあいているのは もったいないというイン

ド式の合理主義か,それとも私達が行 こうとして

いるサンダクプーとはそんなにいい所なのだろう

か ?と いうヤジウマ主義か……。

そ もそもサンダクプーに行こうとした理由は,

ダージリンまで来た事 と同じにとにか くカンチェ

ンジュンガをできるだけ近 くから見たいという事

に尽る。H MIに行 きテンジン氏やゴンブ氏に会

う事 も,ま たシッキムに入る事 も当初の目的では

あったが,そのどちらも私達のインドでの行ない

の悪 さがわざわいしてか果せず,ま た一般の観光

客 と一緒にタイガーヒルに行 く事だけでは伺 とも

あきらめきれず,いつ ものレス トランで集めてき

たパンフレットを見て急に行こうという気になっ

たわけだ。許可 も外人登録事務所で簡単にとれた。

ここで も私のチベット人的な顔付きが役に立った

ようだ。

ともか く2日 分の酒 と食糧を買いこみ,不要の

荷はホテルにあずけサンダクプーに向けて出発だ。

ダージリンの街をぬけてバグドグラ方面に戻 り,

グームという街から右に入る。左に行 くとテイッ

サ河を渡 リカリンポン,ガントクに通ずる。しばら

くは舗装された道が続 き,ス キアポカリという街

で運 ちゃん車をとめ,サ ンダクプーは寒いか らと

ビールを買ってきて,「お前たちもどうだ」 としき

りに勧めて くれたが,心配御無用。次の街のチェ

ックポス トで型通 りのチェックを受けて先に進む。

車の通 る道は常にいい道 と思っていた私達が甘か

った。このメグマという街のすぐ裏の急斜面にい

きな り取 り付き,そ れか らが悪夢の始ま り。伺と

表現 したらいいか,と にか く振 り落 されないように

二人 とも必死。胃袋 も腸 もごっちゃになってしま

うのではと真剣に考えた。おまけに天気がはっき

りせず,せ っか く 500ル ピーも払って山を見に行

くのにと思 うと気分的にいい材料などあるはずはな

1975. 10. 28～ 29

い。 この道のありさまを前に知っていたならたとえ

500ル ピーもらって も行 く気にはならなかったろ

う。時折霧の中から私達をバカにで もするかのよ

うにのっそりと牛や山羊が顔を出しては消えて行

く。車輪の右はインド・左はネパールというよう

なきわどい尾根を突走 る。ダージリンを出たのが

昼近かったのでいつのまにか日も暮れた。一番う

しろにいた助手が「サンダクプー .′ ラス トクライ

ム」 と叫び,ジ ープは今までにも増 して急な道を

それこそ最後のあがきで もあるかのように人 も車

も一緒になって次々と現れるカープを切 り替しな

が ら登って行 く。

そしてやっと着いたのです。サンダクプーヘ
,

それこそやっと。

バンガローに落ち着 き,いせい良 く燃 えるだん

ろの火を見つめ遠征で残 った食糧の中か ら大切に

ここまで持ってきたするめをさかなにウイスキー

のビンをあける。

3650m,サ ンダクプー,明朝はいよいよカンチ

との対面 と思 うと何 とも満ち足 りたごうかな気分

だ。貸 りものの二重 シュラフにもぐりこむ。

3時に起すと云っていた運ちゃん達を起こした

のが 5時半,窓 を明けると寒気がッンと鼻にくる。

晴れてるゾ.′ 急いであるだけのものを着 こみ,カ

メラの袋を持って外に出る。とたんに目の前いっ

ぱいのカンチ山群,声 も出ない。できるだけ高い

ながめのいい所をと2人であっちへうろうろ,こ

っちへうろうろ。バンガロー裏手の小高いピーク

に立つと,正面にカンチェンジュンが左に小さく

■■■.■|
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ジャヌー,そのずっとずっと左マカルー, ローッ

ェの間にエベレスト,刻々と秒単位で8000mの 巨

峰群がその装いを変えていく。ファインダーをの

ぞく事 もしばし忘れる素人カメラマンの悲しさ。

登山家としては最高の喜びの時。

秋のヒマラヤ集会予告

10月 9日 (土 ),10(日 ),11(祭 )の 2泊

3日 。八ケ岳山麓中央高原。樅の本荘およ

び阿弥陀岳登山などハイキングも含めてお

こないます。詳 しくは追 って知 らせますが,

宿泊人員40名 で〆切 りますので早目にハガキ

で名古屋事務所へお申し込み下 さい。会費

大人 9,500円 ,小人 6,500円。

カンチの伺 と大きく,エ ベレス トの何 と小 さい

事よ,私達が今立っている尾根はカンチまで続い

ているのだろうか ?こ のままあの高みへ と向けて

歩いて行 きたいものだ。

HAAJガ ル フル隊々員  舘野秀夫

ミニ・ ニュース
新ネパール大使決る

新ネパール大使は佐々木正賢 (さ さき。

せいけん)氏に決った。京大法キ,昭和20

年外務省にはいり,領事移住部領事課長を

経て,47年 1月 よリオース トリア公使。53

歳。(朝 日新聞のニュースより)な お,バ ン

グラデ ィシュの大使 も吉岡一郎氏が新任 さ

れた。

〈ヒマラヤ学入門〉 その38

植 物 検 疫 | つ い て

ヒマラヤのシャクナゲやエーデルワイスを日本へ持ちこめますか。花の種はどうでしょ

うか。という質問をよくうけます。モグリで持ち込むことはいけません。農林省植物防疫

所では下記のように PRしています。

◇0◇0◇◇ 0◇◆◆◇0 ◇0◇◇0◇ 0◇0◇0◇ ◆◆0◇◇◇

◎外国から持ち込む植物はすべて植物検疫が必要  ◎持ち込みの禁止されている植物があります。病
ですo                     害虫や土も禁止品です。

ランの苗,植木などだけでなく,パインアップ   病害虫の種類によっては,輸入時に検査しても,

ル,オ レンジなどの果物,チ ューリップなどの球  表面からでは発見できないものがあります。この

根,野菜・草花などの種子,わ ら製品など,植物  ような病害虫のついているおそれのある植物は,

はすべて輸入時に植物防疫官の検査を受けなけれ  輸入が禁止されています。

ばなりません。                  土や植物に害を与える病害虫 (蝶なども含む)

検査は税関検査の前に受けるようにして下さい。 はすべて輸入が禁止されています。

また,外国から植物を持ち帰る場合は,その国   外国から持込まれた病害虫は天敵がいないこと
の植物検疫機関をたずねて検査を受け,植物検疫  などからしばしば猛烈な繁殖をし,農作物や樹木
証明書をつけてお持ち帰 り下さい。各国とも主要  に多大の損害を与えています。有効な防除手段 も
な海港や国際空港には植物検疫機関があります。  ないものがあります。あなたが不用意に持ち込ん
なお, リンゴ, ミカン,ナ シなどの果樹苗木,  だものがどのような結果をもたらすか,事の重大

チューリップ,ヒ ヤシンス,ダ リヤなどの球根類, 性を良く認識したいものです。

サ トウキビ,ジ ャガイモなどは,輸入時の検査の  外国へ持出す場合も制限があります。詳しくは

ほかに,一定期間隔離ほ場で栽培し,ウ イルス病  近くの植物防疫所でお聞き下さい。防疫所は農林
などについて精密な検査を行なったうえで,お渡  省やその出先機関,主な空港や海港にあります。
しすることになります。
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地 域 輸入が禁止 されている主な植物 輸入できる主な植物

ヨーロ ッパ,中近東 ,

アフリカ,オ ース トラ

リア,プ ラジルなど

すべての生果実 (た だし,右の欄にあるものを除 く),ク ルミ,

イネワラ,そ ミなど

パインアップル,コ コヤシ,未成熟バナナの生果

実,苗木類 (プ ラジルを除 く),球根類,種子,切

花など

アメリカ (ハ ワイを除

く),カ ナダ

ーュージーランド

リンゴ・ナシ。モモ・ スモモ・サクランボなどの生果実,ク ル

ミ,ム ギフラ,イ ネワラ,モ ミなど

オレンジ・ レモン・ グレープフルーツ・ メロンな

どの生果実 (ハ ワイを経由するものを除 く),ラ ン

の苗,種子,切花など

すべての生果実 (た だし,右の欄にあるものを除く),イ ネフラ,

モミなど

パインアップル・ ココヤン・未成熟バナナ・ 日本

向け植物検疫証明のあるパパイヤの生果実 ,ラ ン

の苗,ア ンス リュームなどの切花

中 国 リンゴ・ ナシ・ サ クランポなどの生果実 , クル ミ パインアップル・ ココヤシ・ ドリアン・ ランサッ

トなどの生果実,未成熱バナナの生果実, ランの

苗,種子,切花など
中国,台湾,ホ ンコン

東南アジア (フ イリピ

ン・ インドネシア・ タ

イ・ インド・ パキスタ

ンなど)

グァム,サ イパンなど

ポンカン・ タンカン・ ザボン・ ライムなどのかんきつ類,ス モ

モ・ パパイヤ・ リュウガン・ レイシ・ ゴレンシ・バンシロウ・

アポカド・ ランブータン・ マンゴー・ スターアップル・ サポジ

ラ・ レンプ・バンレイン・ マンゴステン・ ナス・ トマト●トウ

ガラシ・ スイカ・ キュウリ・ ニガウリ・ カボチャ・成熱バナナ

などの生果実,イ ネワラ・ モ ミ (台湾を除 く)

以上のほか,ア メリカ (ハ ワイを含む),プ ランル,台湾,フ イリピン,イ ンドネシアなどからの根付きの植物は,ほ とんど輸入が禁止さ

れています。

〈ヒマラヤ学入門〉その39

パスポー トの取得方法

外国へ行くのにはパスポート (旅券)が必要な

ことは誰れでも知っているが,その取得方法は案

外知られていないようである。たいていは旅行業

社にまかせてしまうので詳しいことは知らないで

もすませることはできるが,で きれば手続のこと

を知っておく方がスムーズにパスポートを取得す

るためには望ましいといえよう。

まず,旅券の発給申請書が正副 2通必要です。

そして抄本,住民票を各 1通 ,写真を2枚用意し

て下さい。認印も必要です。あとは下記のような

ことで申請し, 8日 ～15日 後に旅券を取得できま

す。忙しい人は旅行業社に上記の書類を渡して依

頼する方が安上りで確実です。旅行業社は普通「海

外旅行のためのお伺い」書を申請者から提出して

もらってそれによって上記の旅券発給申請書など

を作成 して くれるのです。

〈観光,一時訪間,そ の他の個人 目的

のための旅券申請方法等について〉

申請書提出先

旅券の発給申請をされる方は,次の書類等を

持参のうえ,本人が直接,都道府県の観光課

旅券係へ提出します。なお,申請できる方は

その都道府県内に住所 (居所)がある方に限

鈴 木 康 志

る。

2 申請に必要な書類等

(1)一般旅券発給申請書… 2通 (県庁などにあ

ります )

(2)戸籍抄本または謄本… 1通

・ 申請日前 6カ 月以内に発行 された もの

(3)写真 (5 cm× 5 cm)… 2葉

・ 申請日前 6カ 月以内に撮影 した もの

・ 無帽,無背景なもの

・ 上半身 (胸部まで)正面向 (両耳の位置

が見えること)の もの

・ 併記者がある場合は,そ の子 とともに撮

影 されていること,た だし, 6才未満の

子については省略することができる

※旅券用写真として不適当な もの

・ スピー ド写真およびポロライ ド写真

・ 女子のヘアーバンド, リボン等着用のも

の

・ 黒メガネをかけているもの (盲人を除く)

・ 下着姿のもの

(4)渡航費用の支払能力を立証する書類… 1通

(次の書類のうちか ら,いずれか 一つを提

出)

1)旅行業社から,交付をうけた「旅行引
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受書」

2)航空機または船舶の往復切符 (提示 )

3)渡航に要する費用に相当する額以上の

申請者名義の預金残高証明書または預

金通帳 (提示)

4)前年度分の所得税納税証明書または源

泉徴収票

5)申請者の職業を証明する書類 (自 営業

者に限る)

〔例.営業許可証,業種別組合の組合

員証等またはそのコピー〕

6)国外に居住する者 (法人を含む)が作

成した保証書

7)申請者を扶養している者,申請者の 3

親等内の親族または配偶者で独立の生

計を営む者が作成した渡航費用を負担

する旨の保証書 〔様式あり〕

(5)印鑑

・ 通常使用している認印

(6)申請者の身元を証明する書類

(次の書類のうち,いずれか一つを提示 )

1)運転免許証,船員手帳,銃砲所持許可

証等官公庁の発行した身分を証明する

書類

2)健康保険,国民健康保険等の被保険者

証,国民年金手帳等

(7)渡航先,渡航目的によって特に必要とされ

る書類

例えば,国家公務員の場合は所属省庁の長

の渡航承認書… 1通

北朝鮮へ渡航する場合は渡航趣意書… 5通

(8)申請者が未成年の場合

法定代理人の同意が必要

・ 法定代理人の署名欄には,親権者が自署 ,

捺印または同意書 〔様式あり〕が必要

(9)申請に本人が出頭できない場合

やむを得ない理由により旅券発給申請に本

人出頭が困難であると知事が認めるときは,

出頭免除の手続きにより申請者の指定した

者を通じて申請することができる。この場

合は「出頭免除願書」 〔様式あり〕の提出

となる。

(10 住民票の写 し及び官製葉書…それぞれ 1通

3 旅券の交付予定日

旅券発給申請日から8日 目 (休 日を除 く)に
な ります。なお,旅券受領後に査証 (ビザ )

の申請,外貨交換等の手続 きが必要ですから,

旅券申請には,充分余裕をもって申請するこ

と。

4 旅券の受領

旅券の受領には,次の書類等を持参 して必ず

本人が出す こと。

(1)一般旅券受領証 (申請書受理の時にもらっ

た用紙 )

(2)印鑑 (申請書に捺印した もの )

(3)収入印紙 (受領証に貼付 )

・ 一往復用旅券……… …̈………・…。3,000円

・ 数次往復用旅券(5年間有効)… …・ 6,000円

5 予防注射

通常「種痘 (天然痘 )」 のみですが地域などに

よっては,コ レラ,チ フス,黄熱病が必要に

なりますか ら医帥の指示に従 うこと。

接種は厚生省検疫所または接種病院で行 う。

・ 有効期間 種 痘…… 3年 間

コレラ…… 6カ 月間

6 査証 〈ビザ〉

日本にある渡航先国の大使館または領事館に

旅券,必要書類などを提出申請して ください。

ド ゥ ナ ギ リ ヘ 遠 征 (青森 岳 連 隊 )

このたび私たち青森県山岳連盟では,ガルワー

ル・ ヒマラヤ, ドゥナギリ (7066m)へ遠征隊を

送 ることにな りました。準備にあたりましては,

HAAJガ ルワール隊から大量の装備を譲渡 してい

ただき,ま た,昨年の偵察についてお世話になる

など,あ らゆる面で御支援をいただきました。

また, 3月 には八 lF番平でHAAJ東北の有志によ

る激励会を開いていただくなど,物心両面の御援

助に感謝のほかあ りません。東北から7000mを め

ざす最初の隊で もあ りぜひ共良い成果をおさめて

来たいと存 じます。 (隊長 加賀勝 HAAJ会員)

なお同隊は 4月下旬に出発 し, 5月 中旬から 1

カ月間の登山行動 を行ない 7月 下旬に帰国する予

定である。

隊員は皆HAAJ会 員であり,HAAJガ ルワール

隊 とは密接な連絡の もとに準備 を行なって きただ

けに成功を祈 りたい。

留守本部 八戸市自銀町字雷48  松倉幸一方
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ラダック小史 〈2〉

征服と崩壊,そ して平和

ラダックヘ入った外国人

大 木 滝次郎

ndeson はラダックか らカラコルム峠を経てパ ミ

ールに入 り,天山南方をはじめ中央アジアを広く

歩いた。

1870～ 73年  ダグラス・ フォーサイス卿による

第 1次,第 2次ヤルカン ド使節団がでている。こ

の頃になるとラダック地区の地形はだんだん明ら

かになってきた。

1880～ 81年 Uiifa"y 夫妻が, ラダックから

コルム峠,フ ェルガーナを通ってアラル海周辺ま

でを調査 した。

1888年 ,ロ ーマン教会の Kintyが 8月 23日 にレ

ーにやって来た。1889年 には Do n son もやって

来た。キリス ト教はあまり発展しなか ったが,し

か し,現在でもレーには教会があり,キ リスト教

信者 も伺人かいる。多 くはマナリ地区か らこれら

宣教師に従ってラダックにやってきたようである。

1896年  ウェルギー,Malcolmは ラダックとチ

ベ ットの西部を調査 した。

1899～ 1902年,S.ヘ デ ィンはロプ 。ノールから

楼蘭に到 り,楼蘭遺跡を発見し,チ ベ ットに入り

ラサに行こうとしたが失敗し, レーにもどってイ

ンドヘ出た。

1903年  CrOsby, Anginieum はオシュからカ

シュガル,コ ータンを経てチベットヘ入 り引きか

えし,カ ラコルム峠をこえてレーに入った。

1906～ 1908年 ヘディンは再びレーにやってき

て,レ ーからチベット高原に入った。このときト

ランス・ ヒマラヤ,チ ャンタン高原などをさぐっ

た。

1902年  (明治35年 )日本の大谷探険隊がカシ

ミールに入った。大谷光瑞,本多恵隆,井上弘円

であった。第 2次の橘瑞超,野村栄二郎 も蒙古よ

り西に来てカシュガルに達し,10月 2日 カシミー

ルに入っている。

1906年 には10月 13日 北京から王門関をこえカシ

このようにスパイ活動のためかなりの外国人が

カシミールからラダックヘ入ったが,それ以外に

も外国人がこのヒマラヤの秘境を訪れている。

1856年 にアドルフとロベル トのシュラギー トワ

イ ト兄弟はカラコルム調査のあとクルからロータ

ン峠を越 え,カ ン ドンに達 し,そ して,バ ララチ

ャ・ ラ,ラ ルチャン・ ラ,タ クラン・ ラ,な ど50

00mを こえる峠を通 って レーに出た。現在 このル

ー トは車道が出来てマナリからロータン峠を経て

レーまで 480kmほ どを 2日 で走破できる。

ヘルマンは東に寄 ったルー トでタリ峠,パ ラン

峠を経てチ ョモ・ ラリ湖を訪ね。レーに出た。こ

のあとカラコルムパスを越 えた。

1890年 か ら1892年 ,ニ コラス・ ィトヴィチ(Ni―

kohlas NOtouitch)と いうロシア人は何度 もレ

ーに来ている。その間足を悪 くしたことがあ リヘ

ミスゴンパ近 くで 4カ 月を住んでいたこともある。

1862～ 63年,ゴー ドンウィン・ オースチン大慰

はチャンチェン渓谷 とパンゴン湖周辺をイン ド政

府 として正式に調査 した。

1866年 ,当時,ラ ダックの知事であったジョン

ソン (Johnson)は 1853年 のカラコルム,カ シュ

ガルの探険についで1866年 ラダックか らカラコル

ム峠をこえてカラ・ クシュ川上流部を調査 し,は

じめてコータンの緯度経度を測定した。

1867年 ショウ (ShaW)は ラダックか らカラコ

ルム峠をこえてヤルカンド,カ シュガルヘ旅をし

た。

1868～ 69年  ヘイワー ド (HayWard), シヨウ,

ケイレイはこのあた りの地図を作った。

1869～ 72年 ジ ョーソンの次のラダック知事で

あった ドリューはレーに滞在していたが,そ のこ

ろのカラコルム峠か ら東南へのチベットとラダッ

クの境ははっきりしていなかったようである。

1873～ 74年  FOrsyth, Goldon, Trotten, He―
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ュガルに入 リヤ リカン ドに達 した。ここからカラ

コルム峠を越 し,レ ーに到 りさらにゾジ・ラを越え

てスリナガールヘ入った。おそらく日本人として

初めてレーを訪れた人だと思われる。彼は「伊黎

紀行」 という本を書いている。最近芙蓉書房より

複刻された。

1937年 には支那事変がおこり,日 本人の関心は

アジアから中央 アジアヘとむき,ス リナガールに

も石崎光璃,平等通昭 らが足跡を残 している。

1913～ 14年 De Fillipiの 探検隊はラダック

か らカラコルムを経てカシュガルに至った。

1927～ 28年  トリンクラ (Trinkles),ド ・ テ

ラ (De Terra)は ラダックからカラコルムを

経て,カ シュガル, コータン,タ クラマカン各地

に行っている。

この時期から以後 もラダック地区に旅行者や調

査隊が入るようになったが,ア クサイチン地区に

入るようになったのは,1870年 頃か らである。

1947年 にイン ドが分離独立したときからカシ ミ

ールは二つに分けられ,東はインドヘ,西はパキ

スタンヘ と属 している。当時インドは 500位の藩

国に分れていた。この中で一番大 きかったのが,

21万30鰤,人口 400万人のカシミールであった。

400万人の うち90%が回教徒であり,こ れはイン

ド全体からみた11%に くらべて圧到的に多い。

ドーグラデ王家のマハラジャであったカラン・

シンもヒンズー教徒であったため,カ シミールは

一時完全独立を主張 したが,結局はインドとパキ

スタンの所属となった。しかし,こ の分離は民意

を無視 していた。そしてインドとパキスタンがこ

の不満に介入したので,イ ンド・ パキスタンの終

りを知 らない戦が始まったのである。

国連 も調停に乗 り出し,住民投票によってカシ

ミールがインドになるかパキスタンになるか決定

するように勧告 したが,イ ンドは,カ シミールはイ

ン ド州の一つだか らその必要はないと主張 し,そ

のままになっている。

1953年 8月 9日 ,当時のカシミール首相,シ ェ

イク・ アプ ドラーはインド防衛条令にそむいたと

いうことで逮捕 され投獄 された。カシ ミールの独

立を計画したか らである。しかし,住民はこれに

強 く抗議 した。

10年間ほど獄中生活を送ったが,数年前,出獄

し,今で もカシミールで活動 している。 ``カ シミ

―ルの獅子"と いわれる彼がどう動 くかはインド

政府 も注目しているところである。

中国 との争 い

ラダックはカラコルム峠 (5575m)の あるカラ

コルム山脈か らコンロン山脈にのびてお り,コ ン

ロン山脈のところから南にむかい,パ ンゴン湖お

よびスパルグ湖の東端 と接 し, ヒマチ ャル・ プラ

デ ィシュ州に続いている。北東につ き出 している

チベット高原の西部はアクサイチン地区 と呼ばれ

ている。古 くはコンロンまたは リンデ・ タン平原

と呼ばれていたところで,一本一草 もない不毛の

地である。

しかし,こ こに中国が1950年 に道路 を建設 し

はじめ,1956月 3月 から1957年 10月 にか けて新彊

のカルガリックからチベットのガル トクに自動車

道路を完成した。この道は 170kmに わた ってアク

サイチン地区を通っているが,こ こはイン ド側の

主張するイン ド領内であるか ら事は重大 となった。

1958年 ,イ ンドは国境侵犯であるとし,中国に

正式に抗議 した。インドは巡察隊 もくり出したが

これが中国兵に掴まるとい う事件があった りして

インドと中国の仲は悪くなっていった。

1958年の10月 にはインド警察がラダックのチャ

ンチェンモ谷を巡察中に 3人が中国の国境警備隊

に掴まり,そ れを連れ戻しに行ったイン ド軍が中

国軍の発砲によって 9人殺 され, 7人が捕虜にな

って しまった。

この事件はあわや戦争にな りそうな出来事であ

ったが,中国は,戦線から20km軍 隊をひ き下 らせ

るという提案を出し,国境交渉にもち込んだ。し

かし,イ ンドは戦線ではな く, インドの主張する

国境線まで中国軍がさがることを求めたのでなか

なか合意は得 られなかった。1960年 4月 ,デ リー

で周恩来 とネールが会談したが結果は同 じであっ

た。

ソ連 と米国ともインドを側面的に援助 し,中国

もそれに対抗 してゆずらなかった。

1959年 (昭和34年 )中国はチベットを完全に手

中にし,ダ ライマラはイン ドヘ逃げた。1962年秋

には中印の東部国境で争いがあり,イ ン ド軍は大

敗 した。

1965年 9月 1日 チベットは中国の自治区 として

発足 した。モンゴル,ウ イグル,シ ャオ,ホ ィホ
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イについで 5番 目であった。同じ時期に中国はパ

キスタンとの国境 も確定 した。

1965年 9月 ,イ ン ドとパキスタンはついに全面

戦争に入った。第 2次 カシミール 争 と呼
.ば

れる。

そのときはイン ドは勝 ったが,かな り苦戦でもあ

り,将来にそなえてこの国境地区へ良好な軍用道

路を作ることにした。

1966年正月,タ シュケントでソ連 コスイギン首

相の調停で印パ両国は会談を開いた。その結果停

戦ラインが生まれ,両国はその線まで軍隊を下げ

ることに合意 した。

この調印の直後,当時のシャトリス,イ ンド首

相は心臓衰弱のため急死 した。

ひ よ わな平 和 カ シ ミール

カシミールは現在たしかに平和である。花と湖

と山に囲まれたカシミール,そ して,原始的とも

いえる生活をそのままに続けているラダックの人

たち。すべては平和で楽 しいように見える。しか

し,こ の地区は前述のように国際的に大変微妙な

地区となっている。

古い時代からの戦いと侵入,混乱と平和 という

入り乱れた時の流れが今も続いているといえよつ。

〈第 31呵 HAAJヒ マラヤ週′F実行委員会要旨〉 HEC― NOつ 03 30JAN l,76

時 :12月 12日 (金 )20時 -21時 30分   所 :名 liH市 中村区地産マインコン

出席 :増 日.′

“

  オブザーバー :岩 水,他 2名   他の委員は委任

① NK,GH両 隊,,櫻 査会の件 (沖 )

当日の責任者 舘野,鈴 木   速報の編集 稲口,,||『
蜜ポ|』1挙キ

|,11)

② ワ′`ン隊経過報告.都岳達,推せん状中

“

した。(`|,

〈第4回 HAAJヒ マラヤ遠征実行委員会要旨) HEC― NOつ 04 4 MAR 1976

時 :1976年 2'1271120時 30分 -21時 :5分    ,西 :東 京都港区郵使貯金会館

出席 :西 都,綺 水,近藤.稲 田,沖,植 竹.′]ヽ 島,松 口 委任(山育.1"I11) オブザーバー

①ワ′ヽシ隊経過報告
`松

Hl)

イ)1976年 末に椰岳連に推せん状交付中調をした。1976年 2月 251,都岳速|(1せ ん決定。ただらに 11

山協へ都11連 より中おした。

口)計画書詳細ができている。(計画書配布 )

′ヽ)4月 初11に ミーティングをもち細率を決定。

二)5月 の連体に強化合宿をおこなう。

② 197":HAA'イ ンドヒマラヤ遠征会̀
`1鐵

■ 1稲田,

下記の通り報告があり,苦―Fの質疑ののら承認。なお,今後の支出につt｀ ては各隊ことで4理 す

〈収人の部)              (国 内贅)     (国 外贅)

?, X,i r f'EE hq ffiIff
1974年 ラムジ,′ 隊 11,76年 3月 末

197“ 110月 末

197 61t1ZE*

内容など―切を額染責任者にまかせ るが, これまでのHAAJ出 版物を参考にして,体験など.そ

ろえて もらうことが望ましい。第 1い 1校正の慶略で,対外的なこともあるので,一 度ヒマラヤ委員

会に見せて欲しい。この段階でHAAJの 購人部数を決定する。

④  1975年 インドヒマラヤ隊の帰国報告書の発行および報告会が無事終了した。従 って,こ れらの

隊関係者 としての委員であった西郡,稲田.111H,清 水,小 島は解IF.た だし.稲 日は前年十質は,||ln

はEXP研代表 とな って再任 とな る。事務局は ワ′ヽン隊留守事務局であるHAAJ名 古屋事務所とな

⑤ 次回ヒマラヤ委員会は197昨 4月 4 Fl 12時～13時 (総会の前, 於:東 京事務所

1浮

③ ヒマラヤ遠征報■書発行の件 (沖 )

「HAAJ出 版物」のAい麒 (遠征隊が中心になって発

`,'|こ

より下記のように発行する,t.F
t日 までに発行で きない場合はヒマラヤ委員会でよく協議の上A(b)頂 (HAA」 が中心になって発

`テ

|

rなお.カ ンジ0′ 隊ヾは,A(bl項 でヽ

t壼鶴霧1[鳥殺梶
19'リ

IIAAJ 1976 ヒマ ラヤ・ツア ー

お問合せお申し込みは下記ヘ ー 打合せは毎月第 1,第 4金曜日の東京定例集会(於 :HAAJ東京事務所)

などヒマラヤ集会で。
主催 卸 トラベル日本(一般登録67号 )〒 100東京都千べ田区有楽町2-2-1ラクチョウゆレ5F(電 )03-574Ю 241(係 外池)

企画・後援 HAAJoフロンティア〒164東京都中野区中央 3可■ 48-15沢本ゆレlF

出 発 日

7月 25日

12月 26日

地 域 ・ ツ ア ー 名 期間(日 ) 費用 (細 ) 〆切 日 定員 略   名

小チベ ット・ラダ ック

ザスカール

カシミールの旅

アフガニスタン

ファ ミリーッアー,カ シミールの旅

ネパールの旅

ガイ ドつ きネパールの旅

ファミリーッアー, 不パールの旅

ファミリーツアー, ガルヮルの旅

ネパール・ トレッキング

山里先生 とネパール・ トレッキング

ァッサム .シ ッキム調査隊

ビルマとダージリン

28

28

14

14

※ 14

14

14

※ 14

※ 14

28

※ 28

※ 28

14

386

356

389

398

353

275

357

333

333

275

478

f,6 aoo

363

5月 末

5月 末

6月 末

6月 末

6月 末

9月 末

9月 末

9月 末

9月 末

9月 末

5月 末

5月 末

9月 末

20

20

20

20

40

20

20

40

40

20

20

20

20

TIBET
Z ASKAIR

KASIIMIR
AFG AN
SR INAGAR
DURGA
KUND
NEPAL
RANI
MODI
P IC TURE

ASSAM
P AGODA

上記の日程や費用は51年 1月 1日 を基準 としており,航空料,現地の都合で予告な く変更することが

あ ります。詳しい日程表などがあ りますのでご請求下 さい。 (※ 印はHAAJ会員のみ参加可 )
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ダウラ・ヒマールの旅

74。 12～ 75.i  清 野   孝

昨年12月 私達 5名 は長い間あこがれて きたヒマ

ラヤヘの旅をついに実行する機会を得て約 1カ 月

に亘るダウラヒマールヘの踏査を終えた。

今手元の報告書を見ながら私達の足跡をふ.り か

えって見たいと思 う。私達は他のHAAJの メンバ

ーと共に,12月 末にネパールに渡った。だれでも

がそうであった様に,私達 5名 にとって も生 まれ

て初めて体験する異国への密かなる期待 と不安は,

今で も忘れる事が出来ない。

12月 24日 “白い神々"を機外へ望みながら小さな国

際空港カ トマンズに着いたのは,現地時間で午后

2時 15分であった様に記憶 している。ランジャン

氏や,同郷の後輩に出むかえられ,何の不安 もな

く,予測 していた程物怖 じしない大胆 さには驚 く

ばか りであった。

私達はカ トマンズか らジョムソンヘ飛んで一路

ポカラまで下るコースであったのでカ トマンズヘ

着いてか らの忙 しさはなかった。皆んながそうで

あった様に,別送品の受取 り,買物,日 本への連

絡,そ れにフライトの打合せと5人で駒ネズ ミの

様に動かなくてはならず,市内見学などはとうて

いおよぶ ものではなかった。

12月 26日 ,PoP機 はどうにか,ラ ンジャン氏の

手配で合計 3便 に渡ってジョムソンまで空輸 して

くれる事になった。ジョムソンまでの 1時間半のフ

ライ トは,体験 したものだけがわかる感激のフラ

イ トとな り,陽気なパイロットは,足で操縦かん

をあやつ り写真取 りに熱中し,私達は心ゆ くまで

山岳 フライ トを楽 しんだ。

やがてPoP機 は本当に降 りられるのかと思 う様

な河原のエアーポー トヘ砂ばこりを上げ激 しい振

動 と共に無事着陸 して くれた。ジョムソンはすで

に2800mを 越 える高地なので肌寒いぐらいである。

明日来る連中を待つ間, 2日間ジョムソンに滞在

する予定 とする。カトマンズと違い緑の少ないこ

の地は何 もか もサバサバ している。まだ若いサー

ダーと村の中を散策 して時間をつぶす。私達の泊

るホテル と名のついた建物には,ま だ若 い主人が

いたのでさっそく槍ケ岳のパ ッチをプレゼン トす

る。

12月 28日 昨日の午前中に隊員全員と全荷物が無

事届 き今 日はツクチェまで歩 く予定。 2日 前か ら

下痢で寝 こんでいた隊員に,こ のホテルから缶詰

を買って食わす。伺 と1954年 製造 とか,いゃはゃ

ビックリする事ばか り。午前中余 り良 く歩けない

様子なのでチベッタンの行商人からロパを借 りて

乗せる。かわいそうな気がするロバだが;乗って

るロバは牧場でならしたロバだけに余 り気にしな

い様子。それで何 とか出発する。午前中 きまった

時間になるとカリガンダキ下流から吹 き上げて く

る風 と砂ボコリに,サ ングラスと覆面 と言 う余 り

カッコ良 くないスタイルには,ガ ッヵりする。

ツクチェには午后 3時頃到着,夕食まで村の中

を散策 し紅茶 とロキシーを腹一杯飲んで就寝。 ロ

バに乗 った隊員は 4回 も落 ロバしたとか。ックチ

ェではめず らしいものを買 う。

12月 29日 予定ではツクチェから,ダンブッシュ

パスに登 る予定なのでタパューラぞいに登 る。朝

日を受けたニルギル,ダウラギ リのメインピーク,

目に痛い程輝いている。1200mも 切れ落 ちている

壁,こ んな所に登路は有 るだろうかと思 う程。今

日はこれを越 して泊 りとなる。高度3800mすでに

陽のささない所では小川が凍 り始めていた。

12月 30日 今 日も少々痛い頭 をガマンして登 り始

める。朝 日の中のニルギ リ,テ リィッッォ,を何

度 もカメラに納めた。一路4050mま で登 る。何 と

な くけだるく腰をおろす回数がふえ始めた。

12月 31日 ,日 本では大みそか。ここまで来て高度

障害にや られたらしく,全員元気がない。初めか

らフライ トの関係で日数が不足 していたので,ダ
ンブッシュパスまで登 らず, この上4500mま でキ

ャンプを延ばしここか ら近 くの山へ登る事で行動

する。夜はきまって,も のす ごい風 とツクチェピ

ークの北面か らの雪崩の音 と頭痛に目をさます。
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1月 2日 マルパークから発生している支稜線上

の5300mの 山へ登り下山する。昨夜はシェルパ達

の寝ているテントがとばされ,余 り良く寝むれな

かったとサ_ダーはぼゃぃていた。それにしても,

すごい風であった。午后ックチェヘ向け出発する。

4050mで 一泊,日 本から持ち込んだアルコールを

飲む。何とまずいことか,コ ップー杯飲んだだけ

でフラフラになる。チャンの方がまだまだおいし

かった。

1月 4日 今日はコパンまで下るので少々早く出

発する。途中P.P機が2回 ジョムソンヘ飛んだ。

何んでもョーロッパ人を乗せて行ったとか。午后

を少しまわった所でコパンに着 く。今日は少し顔

がむくんでいるけど頭痛 もしないのでグッスリ休

む。

1月 5日 キッチンボーイの出してくれた紅茶で

目をさます。日の当らない所は冷々としていて寒

い。そんな中で飲む紅茶は大変 うまい。遅い出

発である。広いカリガンダキをサリガランを求め

て歩く。レテから少し下った所で私達より1週間

遅れて出発したHAAJの メンパーと会う。何とな

くなつかしかった。カロパニあたりからサバサバ

踏 査 概 念 図

した風景 と違い,緑 も多くなって来たせいか何 と

な く潤いを感ずる。ガンサー泊 り。

1月 6日 日本か ら持 って来た鉛筆をカプレの小

学校にプレゼントする。記念写真を取 ったり楽 し

い一時を過ごす。鉛筆は良かったけれ ど紙が少なく,

余 り役に立たなかったかもしれないと後悔する。

タトパニには午后 5時到着。小高い丘 にテントを

張 り日本のウドンに舌づつみを打つ。今夜はシェ

ルパ達は外出するとか言って来た。きけばバクチ

を打った り,何か色々な事が出来 る所があるそう

だけど余 り遅 くならない様注意 し許可する。月に

は大 きな丸い輪がかかっていたo

l月 7日 予定ではゴラパニを越 える予定だが途

中からモディーコーラヘぬける道があるとサーダ

ーが話 して くれたのでさっそく出発する。昨夜心

配 した天気 もカラリと晴れ上が り,急坂にうんざ

りする程汗をか く。半月 も風呂に入 らないけど,

別に気にならない。今日は余 り人 と会わないので

自然と足が早 くなる。ガーサ,シ ーカを越えチャ

タレーに 1泊 する。夕方空全体が雲の中につつま

れた。ポーター達がだいぶ遅れているので近 くの

民家でロキシーをごちそうになる。途中のニルギ

(ダ ウラヒマール概念図 )
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りの南面が印象的であった。

1月 8日余 りの寒 さに目をさます と昨夜の雲が

飛び去 り,自 く薄化粧 したまわ りの山々の美 しさ

にさっそくシャッターを切る。3200mのデオラリ

パスを越える頃は又小雪がパラついて来た。途中

のカルカに 1泊 しキムロンコーラを越 えチャムロ

ンには午后 3時頃到着。途中,マ チ ャプチャレ,

アンナプルナサウス, ヒウンチュリーが, しゃく

なげ林の切れ間から美 しい姿を見せ て くれた。

チャムロンに着 く頃再 び空には雲が広がり雨が

今にも降 りそうだった。昨夜一晩降 っていた雨の

為,テ ントもシュラフも濡れてしまう。

昼食をもって ヒンコーの近 くまで行 ってもどる。

夕方再び雨に降 られグショ濡れとなる。夜はシェル

パ達 とバクチを楽 しむ。実に簡単なバクチで楽 し

かった。

1月 11日 雨の為身体になじむ湿気 となり,ホ コ

リも立たない石段を登 り始め
.る

。昨夜着いた八王

子の隊はすでに出発 して行った。再 びキムロンコ

ーラを渡 り,キ ムロンホテルで長野の清水 さんの

写真を見つける。ガンガプルナ遠征の時のものと

か。きれいに整備 された石畳をノンビリと歩 く,

実にいい気持である。午后 4時ガムチェ着。

1月 12日 今日はノーダラまで行 く予定。日数 も

だいぶ減って来た。それに食料 も少な くなった。

現地で調達 したものは何んで も口に入 る様になっ

たし現地人 と同じ様な事まで平気で出来 るまで風

俗順化には成功 したらしい。ノーダラの丘のキャ

ンプ地に着 く頃は薄暗 くな り途中で余 り油を売 り

過 ぎた気分だった。テン トサイ トではすでに夕食

の準備が出来ていた。ここか らのアンナプルナは

最高 と聞いていたので明朝を期待 して就寝。

1月 13日 夜明けのアンナプルナ,ガネッシュ山

群をカメラに納める。マチャプチャレに朝日の当る

様子は表現出来ない程美 しかった。遅い朝食を済

ませポカラ迄歩 く。広い河原の中で 1人の友人 と

出会 う。年の頃12才 ぐらいの少年で半日歩 く。お

茶や日本のおもちゃをプレゼントす る。彼はポカ

ラの母 さんに会いに行 くとか。

途中のチベッタンのジュータンエ場を見学 しポ

カラ入 りをする。車の往来にしばしとまどいなが

らアンナプルナホテルの中庭 にキャンプする。明

日はポカラ見学をとりやめ 1日 早 くカ トマンズヘ

帰 る事にする。今迄いっしょだったポーター達 と

はここでお別れとなる。隊員の品物を集 め彼 らに

プレゼン トする。大変な喜び様で彼 らはそれぞれ

家族の待つ家へ帰って行 った。ホームシッタか,

淋 しさかわか らないが,夜はやけに飲み過 ぎた感

じだった。

1月 14日 ポカラ8時20分予定より20分遅れでバ

スは出発 した。私達はネパールで色々な乗 り物を

利用 したがバス程おもしろいものはなかった。屋

根に荷物を満載 したり,乗客が口論するとそれが

終 るまでまっていた り,昼食の時間があった り,

一時間 も前に出発 したバスを追い越 した りまった

く,愉快である。

夕方小雨のパラつ くカ トマンズのパスター ミナ

ルヘ着いた。GHEへ むかい 2日 間 カ トマンズに

滞在 し色々な所を見たり聞いた り,体験 した り,

楽 しかった旅はもう終 りを告げ様 としていた。出

発の朝首に自いレイをかけて もらい,何度 も別れ

をおしみ,記念写真を取 り機内の人 となる。DC8
型機はゆっくりと滑 り出した。

窓に顔を押 しつけ最後の別れをする。サーダー

の今にも泣 き出しそうな顔は今でも忘れる事が出

来ない。

この感激は一生忘れるものではないだろう。

聞けばカンパ族のイザコザでジョムソンヘは簡

単に入れないとの事,本当にいい時旅をしたもの

だと思っている。

今私の住む所は梅雨の真っ盛 り,時折 り見える

青空に遠いネパールを思い出し,今度は西の方へ

行って見ようなどと思いをはせながら近 い内再 び

あの青空の元へ,そ してあの陽気な連中の待 って

いる所へ旅立てる事を思いつつペンを置 こう。

… 北海道ヒマラヤ集会 … 予告^

毎月第 1月 曜日 18時頃か ら

札幌市北 1西 4棟向 喫茶「ねむの木」 3F
特別室 (お茶代 。実費 )

寄数月はテーマのある定例集会。偶数月は自由

な集会。 ヒマラヤ行の相談,雑談,山行の打合せ

などに利用 して下 さい。デー トにもどうぞ。

問合せ先 大崎正信 

または  阿部 淳 
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―
Expedition研 究 グループ

ー

体質改善,遠征の方向などを決定

事務局 ▽ 960福島市八江

ラムジュン,カ シ ミール,ガルワールの三遠征    以上,隊に対するEXP研 として の権 限と責

の中核 として動いたEXP研では,こ のほど年次総    任に関 し,そ の所在 と限界を明確にしておく

会を開 きました。会議では75年隊の総括,財政,     べ きである。

組織運営,方向,活動計画等多方面にわた り検討     隊成立後,そ の実務は隊に移行す る。隊は

されましたが,こ こには主 として今後の方向につ    この実務 と実践の枠内においての裁量権 とこ

いて合意を見た点をお知 らせ します。         れに附随する責任を有するものである。

人′″⌒ L I● ―L               (4)EXP研 は,遠征隊にかかる経費について無
1.今 後 の あ り万                 限の責任を有することをしない。

(1)EXP研
!ま
,今後Expeditionの「実践体」で     EXP研 は,遠征隊に関する経費 (準備段階

あることを基盤 とする。              か ら帰国後の事後処理にかかる資金面)につ

EXP研 は,EXP研 自体を土台としてExp    いて,運命共同体 としての責任をもつ もので

editionを 行なお うとする者の集団である。     はない。

したがって,他組織でもって Expedition      tヽ わゆる遠征隊を派遣するための収益事業

を行 うための情報収集や,研修の場ではなく,    は,EXP研 自体としては行わない。 しかし,

また, Etteditionの実践を抜 きにした単 な    隊が必要 とし,そ の要請があれば協力 して行

る研究の場でもない。いわんや社交 (サ ロン)    うが,損益ともに隊に帰するものとす る。

の場 として存在するものではない。         会員は「義務」でなく「協力」の精神でも

このような目的,期待をもってこのグルー    って参加する。

プに入ることゃ, Expedition実現の意 欲 な   (5)EXP研 は,HAAJの組織の中にお いて ,

くして在籍することは認められない。        HAAJと ともに発展するものでなければなら

(2)EXP研の実践は,確固とした「研究」の上    ない
ミ

に立ってのみ築かれるべ きである。          EXP研 がHAAJの 内部組織であ りHAAJ

ラムジュンでスター トした 3回の Expedi    の将来にかかわりExpeditionに 関す る分野

tionを省 りみて,種 々の事情があるとはいえ,    の中核 を実質的に果 してきたことを考 えれば,

実践が先行し,研究が後を追 う傾向になって    その活動はHAAJの 動向を無視 して行 うこと

きたことは好ましい事ではない。          はで きない。

実践に結合する研究が確立 され,研究の成  `   EXP研 の活動が HAAJの方針 ,規約,申 し

果を充分に生かした企画によって行われる,     合せ等による一定の制約を受けることは当然

Etteditionがベス トである。           であ り,EXP研 の発展はHAAJと の相関関係

EXP研は隊がで きあが り,実践に移 るまで    によって左右 されるともいいうる。

の主要な研究をなし,推進母体としての役割     このため, HAAJ自 体の進展に関しても積

りを果すことに重要なポイントを置くことと    極的に参加し,HAAJの組織の強化をうなが

なる。                      し,体制の確立に寄与するような確固たる活

今後「研究」のあり方と進め方を充分に検    動と方向づけをもってゆかなければならない。

3討 i:‐:lfl蟹『 警IIλO:う Exped Onは ,実践段  2 当面の方策 と活動

階で隊が中心となるとしても,そ の実践の基   (1)実 践体にふさわしい強固な組織基盤を樹立

本的コントロールはEXP研 の意思によって    する。

なされるものである。                将来にわたって継続的に実践を行うに必要

EXP研がコントロールをし,計画を進める    な若いメンバーが必要である。
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現メンパーの努力により積極的に発掘 し,

たしかなベースを確保 したい。

(2)財 政の確立

負債の早期完全解消。

(3)メ ンパー相互のコ ミュニケーションの強化。

お互いがよく理解 し,同志 としての信頼 と

連帯を促進する。

(4)74～ 75年遠征を確実に総括する年次研究を

イ言う。

三つの ExpeditiOnを厳 しく総括 して次 の

活動に結合 させる。

総括にあたっては,全 メンバーの積極的参

加を組織する。

(5)当 面の活動の方向 として,近い将来,74～

75年遠征の総括の上に立った Expedition お

よび次の段階として文字通 りの
｀`
総力戦

〃
を

実施する。

詳しくは74年次研究会においてまとめられ

た方向で推進する。ただし,実施年度,目標

は柔軟性をもって考 える。 (別記「EXPニ
ュースN。24 74年次研究報告」参照 )

3.海 外 登 山 に関 す る指 摘 事項

今回の遠征に関連 し,次のような点が指摘 さ

れた。

○ 隊員公募の意義は何処にあるのか。

○ 隊員選定は何の基準により,誰れによって

決定 されるのか。

○ 登山計画の内容 と,そ れに対する人選の内

容 との相違。

○ 登山隊を推進 させる母体確立の不備。

〇 隊のコン トロールの権限の範囲とそれに対

する責任所在が不明確。

これらについて,そ れぞれの回答や意見が出さ

れたが,EXP研の今後の活動 の基盤 ともなるべ

き内容を持っているため,改めて討議することと

した。

登山中における隊員の活動意欲のあり方,高所

活動における基本的技術の欠除,装備,食料の管

理運営のあり方,その他,意外 と基礎的な事項に

関する問題が提起 され,現実的な面での今後の検

討が改めて痛感 された。なお,75年隊の技術的検

討は,ラ ムジュンも含めて後日,年次研を開いて

改めて検討することにしている。

AFGHANISTAN― 旅行メモ

〈ヴ ィ ザ)1週間の Transit Visa, lヵ 月の

TOurist Via などが在日アフガニ

スタン大使館でとれる。代理申請可,

写真 3,パ スポー ト,約 1500円 〒15

0東京都渋谷区神宮前 6-31-21,

オリンピア・ァネックス503号 ∈電)

03-407-7900

くお  金〉 lUS$■ 45Afghanls l Af.=

100 Pools≒ 7円 両替 レー トは流動

的,銀行でも国立銀行 (Da Afa―

hanistan)と 私立銀行 (Bank-1-

Melliな ど)では同一の 日で も異

なることがある。闇レー トは lUS$
■55～ 65Af.

〈予防接種〉天然痘,コ レラ必要,腸チフス,急

性肝炎も接種した方がよい。

く国  勢〉1973年 7月 に革命がおき,立憲君主

制か ら共和国になった。

人口1700万人 面積65万耐 (日 本の

約1.7倍 )国 民は平均 1カ 月 180円

(1973)で生活している。首都 カプ

く食  事〉Pala― 羊用などを入れたまぜ ごは

ん。

Kabab― 羊肉の串焼

Ashak―サラダのような もの (ヨ ー

グル トねぎなど入 っている)

お茶― チャイハナで紅茶のような茶

がのめる。

酒 一入手は不可能に近い。

〈バ  ス〉Afghan POst Bus o ヵブール河

岸,郵便局近 くか ら出る。Qaderi

Busな どはカプール河両岸のパザー

ル近 くで発車。

くレストラン〉最高級,Bagh― i Bala:Amir
Abdur Rahman(19世紀の本 )の夏

の宮殿であった。丘の中腹にあ り不

便

高級, Khyber Restraunt

中級,M etropol, M alcOpOrO

く大 使 館〉240～ 241 Wa,lr Alcbar Khan

Maina Te1 26844(電話事情はよい )
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ヌ ン・ クン山群

ヌン・ クン山群の北面,南面の各コースについ

ては「ヒマラヤ」44号の「ザスカールヘの夢」で

触れたが,カ ルギル
ー

スル
ー

ハンペットのコ

ースはHAAJの池田昭二氏の隊が1975年 8月 に ト

レースした。スル
ー

パルカチ
ー

ランドンゴン

パ
ー

ピズ ドン・ ラ (4810m)は HAAJザ スカー

ル踏査隊の石川真智子氏 らが同 じく1975年 8月 に

トレースしその概要は「ヒマラヤ」50号に報告 さ

れている。

残 されたところとしては,ス ルを起点 として ,

その西のP.5980か らゾジ・ ラ (3530m)の 山群で

ある。ゾジ・ ラまでバスで行 ってそこから南に入

るルー トもある。いずれも氷河があり,岩 山もあ

りで楽 しめよう。

アマルナー トの洞穴から東へむかうコースもあ

る。アマルナー トまではバスの終点パハルガムか

ら3日 ～ 4日 で巡礼道を通 って達せ られる。 2日

目位までは馬で行 くこともで きる。途中には村が

点々とあってレス トハウスもあり,宿泊や食事に

は困 らない。ただし,10月 ～ 5月 までは奥の方の

村は人が住まな くなる。アマルナー トヘあと1日

というところに大 きいパンチタルニーという平原

があり,そ こか ら東へ入ってラダックに行ける。

このあたり山また山といった感 じである。右手に

P.4918,左手 (北)に はP.4480,P.4941があり,

さらに東へ進 んでP.5980の 南 にあるタパハー

(Tapahah)に 出ることがで きよう。ただ,P.

5356の近 くの峠をこえなければならず,こ こがポ

イントになりそうである。アマルナー ト洞穴のあ

た りのことは名城大学第 5次 ヒマラヤ調査隊帰国

報告書「カシミールからラダックヘ」に発表 して

ある。タパハーか らは北へむかってP.5980と P.

5282の コルをこえサウカ (Sauka)に 出るか,南

西の方向に川沿いに下ってスルの一つ下の村,ナ

ショップに出る。いずれも踏跡がありそうである。

ITBPの山岳班の連中が,こ のあたりは広 く歩い

た り,登 った りしている。「ITBPレ ポー ト」が

ザスカールヘの夢 (続 )
Oooo.

沖   允 人

発行 されているが,軍用のものなので入手はおろ

か,目 にする機会 も少ない。サウカか らウンバ o

ラ (UMBA・ LA)を越 えてグラスに出 ることもで

きる。もう少 し北にもラサール・ ラ(LASAR・ LA)

があって,と きどき人が通っているようである。

これらの峠に登ればインナーラインの北,パルテ

ィスタンの山々を眺めることができよう。このあ

た りの地図は「秘境小チベット・ ラダック」の附

図が便利。ただし,誤 りも多い。

ヌン・ クンの東

ヌン・ クンの東へ足をのばして リンドン・ ゴ

ンパからクンギ・ ラ(Kungi La)5000mを 経て ,

フォト・ ラ (4094m)の 西に出るコース,シ ルシ

ル・ ラ (Sirsir La 4989m)を 経て フ ォトクサ

ール (Photo Ksar)へ 出, ラマユルの村へ出る

というコースもある。フォトクサールという山

(5656m)も この村の東方にある。 ビズ ドン・ ラ

(Pizdong La)か ら 5日 ほどでChakcha La,

Dbing La, Linset Laを 通ってラマユルヘ出ら

れるコースがあり,地元の人はよく通 っている。

しか し,地図では トレースできない。多分 ,

Chulungの川か ら,Shillakongの川へ峠を越えて

出,そ れを下ってプリンキ・ ラ (Prinki La)を

越 え,ラ マユルに出るコースであろう。

ザスカール核心部ヘ

フォトクサールか らシンギ・パス (5060m又 は

5669m)を 越 えるとザスカール川に着 く。そこか

らナエルン (3599)を 経てゾザール (Zozar又 は

zuzzar)に 出る。またはクパ・ ラ (Kuba・ La)

ニイエツケ・ ラ,チ ュプクン・ ラ,フ ルマーラ

(Huluma・ La 4910m)を経てOma Chuの 川に

出, もう一つプル リ・ ラ (Purli 。la 5163m)を

越 えてザスカール川に出,こ れを登 ってゾザール

に出ることもで きる。苦 しいがこの方が興味深い。

ブザールの南 ,ウ マシ・ ラ(Umasi La, 5942又

は5330m),ム ニ・ ラ(Muni La), ポアト・ ラ

(POat La 5716m又 は5715m),そ の南のセンサ
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ンク・パス (Sarsank P.5375m)あ た り,地図

では村が沢山あるが,は たしてそうであろうか。

この地域の南はメントーサ (MenthOsa 6443m),

バイハ リジョット(Baihali JOt 6279m)な どラホ

ール・ スピティの山になっている。そして, さら

に南へ出ればシンゴー・ ラ(Shingo La 5112m)

か らラムジャク・ ナラを下 り,パ ルシー・ ナラの

谷へ出て,ケ イロン手前のバス終点,ス ム ドヘ出

られる。

タルサラム・パス (■brasalamu)か らは ミャー

ル・ ナラ(M iyar Nala)へ 出,チ ャラン(Chara鴫 )

ウルガス(Urgus)の 村を経てウダイプールヘ出ら

れる。ウダイプールはロータン峠を経てマナリヘ

行 くパスの出発点である。

ポア ト・ ラからはテンサンク・ パスを越 え,タ

ルソ・ ナラ(TalsO Nala)へ 下 り,キ シトワール

のキラールの街 に出られる。

ザスカール川を下 って行 くとニンム(Ninmu)

の村に出てイングス川に合流する。ゾザールから

シイァフン・ ラ(Shiahun La 5352m)を 越 えて,

ニ リ・ スムドに出,そ の東の高い峠 (Shapodak・

La 5648m)を越 えてラプルバか ら再 び北 のルベ

ング・ ラを経てマルカ(M arkha)の 村か らニンム

に出るのである。マルカの西に温泉が出ているま

うである。

マルカーから川を登 り,ル トチュンセ(Lutchungse)

の村からゴンマル・ ラ(GOngmaru La)を 東に越

えると有名な赤帽派のラマ寺ヘ ミス・ ゴンパの裏

山に出る。ヘ ミス・ ゴンパからは車道があり,イ

ンダス川の橋を渡れば,レ ーまで約35km,パ スが

走 っている。

レーからスタックの村にも車で行 くことができ

る。ここにも古い王宮があるが,こ の村を通 り,

その裏山に登ることができる。スタック山群 と呼

ばれてお り,5000m級 のいい形の山が 5～ 6座あ

る。この山群へはレーか ら少 し西へ車で行ったピ

トックから南に入 り,ル ンバック(Rumbak)の村

か らまわ り込むこともできる。P.6121な どがある

が,ITBPのパーテ ィなどが登っているようであ

る。

前記のニリ・ スムドか らニリチュの川を下 り,

シャデ ィ(Shadi)に 出,チ ャール (3701m)か らシ

ンゴー・パスに出るコースもある。また,チ ャー

ルの北東の もう一つのスムドウの村か らツァパッ

プ。チュをたどり,ル ングトルマ(Lungturma)に

出てレー
ー

マナリーの車道に達することもでき

る。しかし,こ こからマツ リに出るのにはバララ

チャ・ ラ (4891m)を 越え,しかもインナー・ ラ

インに接しているので微妙である。むしろ,ひ き

かえしてタグ・ラング・ ラ (5424m)に 出,ガヤ

のゴンパまで車道を歩き,こ こからヘミスの裏山

に出るか,ス タックに帰る方が,無難であろう。

ただし,かなりの日数がかかる。

コースを決 めるにあたってのア ドバ イス

私の経験からいうと,未知のコースがほとんど

の場合,周遊 コースを計画すると不確定要素が多

いので,心理的に最後まで不安であるし,事故が

おきると大変めんどうになる。往復コースまたは

ある地点まで行ってベース地を定め,そ こから放

射状に足をのばす方が,行動範囲を広 くとれる。

不便な地方だから,帰路のことをくれ ぐれ も考え

ておくことであろう。バスをあてにしていても,

土砂崩れで不通にな り何 日間 も待たされるという

ことにもなる。従って帰 りのバスに乗 る地点は村

も街 もないところはさけるべ きで,ス ル,カ ルギ

ル,ボ ドカルブ,ヘルベック,レ ー,な どにする

か,フ ォト・ ラ (こ こには軍の連絡所がある。)

などにし,何か事故の場合,ス リナガールやレー

に連絡がとれるところにすべ きであろう。ザスカ

ールはネパールのように人は歩いておらず,村の

数 も少ない。それに高い峠に囲まれているので ,

降雪があった場合の脱出 も困難である。季節は 5

月以降10月 いっぱいまでであろう。11月 に入った

ら,万一の場合は越冬 という覚悟で行 くことにな

ろう。レーの街に 2カ 月 も閉じ込められたインド

人の話を聞いたことがある。いったん閉 じ込めら

れると,春まで待つか,10日 も20日 も歩 くことに

なる。

以上の紹介 したコースはあくまでも地図の上や

人に聞いた情報をもとに考えた私の夢であるから

この通 り歩けないこともあるかも分 らない。日数

は不明である。ザスカールは外国人には未知であ

るが ここに住 む人 は どこへ出るのにも歩いてい

るので,道の情報は村の人に聞 くと確実である。

そのためにウル ドウ語かチベット語,で きれば

カシミールやラダックの言葉を少 しで も知 ってい

るか,英語の話せるガイ ドをやとうべ きであろう。
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登山について

6000mを 越す名前のある山へ登るにはIMFの登

山許可が必要である。しかし,そ れ以下の山なら,

はっきり駄目という規定はない。ただ,無許可で

登ってもよいということもいわれていないので,

要は事故をおこさぬように気をつけて登るべきで

あろう。目的はあくまでも観光のカテゴリーに入

るトレッキングまたはハイキングであり,踏査や

登山ではないと
｀`
タテマエ″

ははっきりしておく

ことである。そして,自分の行動によっておこっ

た トラブルは自分の責任であると覚悟 してお くこ

とである。

軍用地帯が多いので,カ メラ,地図,メ モなど

の取扱はくれ ぐれも注意すること。ガンジー首相

の選挙違反問題以後,イ ン ドの警察の取締は大変

厳 しくなっている。

ヒマラヤに関する質問と解答

質問 1 クル・ マナリ周辺の高度な氷壁や岩壁登

攀を必要 としない6000mの未踏峰を 1カ 月

位で登 りたいと思いますがいい山はあ りま

せんか。

く答〉クル・ マナリ周辺の6000m峰 はほとんど既

登峰,特 に容易に登れる山は登 りつ くされ

ています。従って答は「ありません」 とい

うことにな ります。ァ ドバィスとしては既

登,未踏にこだわ らず面白い自分たちにあ

った山を選ぶことでしょう。ただし,6000
mを越す山でIMFの許可なしに登れる山は

デ ィオチバ,イ ン ドラサン,ハ ヌマンティ

バとその周辺 くらいです。マカルベーなど

も可。

ラホール,ス ピティ,ラ ダッタ, カシミ

ール地方なら未踏峰で5000～ 6000mの 山は

沢山あります。6000mを こした名前のある

山へはIMFの許可が必要と考えた方がよい

と思います。IMFの許可は 6カ月以上かか

ります。

質問 2 イン ドヘ行 く安い航空機などあったら紹

介 して下 さい。

〈答〉割引値段で売っている社がいくつかあ りま

す。ただし,いろいろ条件があります。そ

れに,そ れらの値段は
｀`
モグリ

′′
の値段で

すか ら公表できません。HAAJ東京事務所

の鈴木康志 (ッ アー担当)に直接聞いて下

さい (電話または面談,手紙では答えられ

ません。 )

質問 3 ヒマラヤ各地の連絡所などをおしえて下

さい。紹介カー ドで友人 も利用できますか。

く答〉会則に付記してあ ります。ただし,デ リーは

休止中です。デポ装備はHAAJのパーティ

のみに貸出すことにしました。個人には貸

出していません。紹介カードの利用者はも

ちろん会員にかぎります。

質問 4 インドで購入可能な登山装備は何があり

ますか。

〈答〉「ヒマラヤ」47号 P.15の リストを見て下さ

い。ただし,登山用具は売っているところ

がみつかりにくいので,それに関しては「 ヒ

マラヤ」40号 P.31「 ヒマラヤ」41号P.5の

体験的デリー案内をお読み下さい。

質問 5 ネパール,パキスタンのビザは現地で取

得できますか。

く答〉パキスタンは 3カ 月までビザ不要です。そ

れ以上はインドではとれませんので日本で

とって行 くかアフガニスタンでとるかです。

ネパールはインドで (ニ ューデリー又はカ

ルカッタ)と れます。しかし,申請するた

めに場所が分らなかったり休みも多いので

日本でとって行く方が便利です。発行後 3

カ月以内に入国すれば可。代理申請もでき

ます (手数料3000円 )(印税2000円 位 )

HAAJ東京事務所鈴木康志 (ッ アー係)へ。

質問 6 インド,ネ パールの事情についておしえ

て下さい。

く答〉とりあえず「ネパールヘの旅」600円 ,「イ

ンド,ヒ マラヤ, トレッキング」100円 を

読んで下さい。そして,な お不明の点はHA
AJヒ マラヤ集会に出席 して直接,経験者
に聞いて下さい。地方からだと交通費がも

ったいないと思われるかも知れませんがそ

れだけの
｀`
トク″

は必ずあります。
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新 刊 1日  干」

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

i974年 ヒマルチュリ遠征報告

青山学院大 ヒマラヤ遠征実行委員会75年 5月 10

4.委託先への送本に要す る費用はHAAJで 支払

つ。

5.委託者からの返本などに要する費用は委託者

が支払 う。

図書券を受けとって売 られた場合は図書券を送

金に加 えて送って (入金 として)下 さい。

なお,図書券は51年 4月 30日 で廃止する予定で

す。まだお持ちの方はこの日までに使 って下さい。

HAAJ名古屋

●

●

●

●

日発行 非売品。

東壁か らの登頂をねらったが悪天候により,

田 村 隆 一著  7050nを最高到達として断念した。

日本交通公社 76年 2月 1日 発行 980円       曰誌的報告書で写真が多い。間合わせは下記へ。

「コモリン岬に夕陽を追う」から始まる,詩人の    
目で見たインド.文体が露妙で読ませる。 ｀`

イン    

|:;:::~1:ittitlill、
::llill'I;i:,ili:|::|::::i」       りルトロフリ)′

:プ 77421n

るような気がする。                 東京北稜山岳会 75年 11月 20日発行

ュ_、 二 ,_"__               75年 夏の記録.サ ルトロ・カンリ|ま 1962年AA
,7ヽ フ ト1%|'             CK隊

によってP.36永河から南東稜を経て初登

時事通信社 昭和50年 11月 20日 発行 780円    頂されている。この隊は南稜からの新登項をめぎ

｀
希望にとっては,無瞑とも思われる苦悩に耐え,  したが6500mで断念した。

死や夜よりも暗い誤ちをゆるし,絶対とも思われ   型どおりの報告であるが,帰国後わずかの期間

る権力に抵抗 し,その志をかえず,よ ろめかず,  で出されたことは評価される。     下記へ。

悔いることのなさものはよき人であり,偉大な人    
であり,美 しき人であり,自 由な人である

″
の言    

葉をいつも離さず,サ ′ヽラ砂漠の検断 |こ誂み3000

[Ⅲ ζふ舞 秀振T   「 :峯 [青

年    第 13回海夕1登山研究会報告書

50数 力国を放浪し,ま た固い信念のもとにサ′`   日本山岳協会 50年 11月 発行 領価2.∞ 0円

ラ
`こ

旅立って行ったドキュメントは重みをもって   (送 料別)

迫ってくる。ヒマラヤの本ではないが共通するも   50年 1月 12日 開催された研究会の報告書。

のは多い。なお姉妹編として最初のアフリカの旅  講演 (高所順化, ヒマラヤ比較登山編,他)と情

の手記「サハラに賭けた青春」も同じ出版社から  報,49年隊の報告,50年隊の計画についてなど。

出されている。                  研究会での発言が忠実に収録されている。

都堺堺配調滉 HAAJ出版物などの委託販売について 配滉配配配滉

●

イン ド酔夢行

HAAJ出版物を委託販売 (山岳会などでまとめ

て購入していただくものもこれに含む)していた

だく場合,それが営利を目的としない場合 (自 分

たちの仲間,協会の集会など)は下記の取 り決め

でお願いします。営利を目的とする場合 (本屋 さ

んなど)は別の申し合せによります。

1.1口 10部 とする。

2.代金は10部分を全額全納とする。ただし,特

別の事情があれば話しあって分納もできる。

3.手数料として10部 について 1部無料進呈する。

(10部分の代金に対して11部送る, 約10%と

なる。ただし,前金の場合は2部無料,約20%引 )
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ヒマラヤの旅はヒマラヤのヨロズ屋ヘ
トレッキ ングからエ クスペディション
まで全て引 き受けます。

装 備 貸 出 。 シ ェ ル パ 斡 旋 。 現 地 食 料 調 達
国 内 外 輸 送 手 配 ・ 別 送 貨 物 通 関 ・ ヒマ ラ ヤ 情 報 … …

EXPRESS TREKKING(P)LTD.
EXPRESS HousE

NAXAL BHAGABATI BAHAL
P.0.BOX339 KATHMANDU NEPAL

嘩ヨ雌, GREATREK・ KATHMANDU TEL. 13017
カ トマ ンズの宿泊 は EXPRESS HOUsE
をご利用 くだ さい。

家庭的なムー ドで宿泊代 も安 く気軽 に泊れる宿 です。
特に日本のお客様には大浴場が好評です。自炊 もでき
ます。  宿泊代==1泊朝食付30 RSか ら

※長期滞在者 はご相談に応 じます。

日 本 語 で お 問 い 合 せ く だ さ い

インド大陸、中近東方面へ当社独自のプランをいたしております

ツアー名

★ シル ク ロー ド 6,000キ ロ

★ ネパール とアフガニス タン

↓砂漠の国 ァ フガニス タンと最ス
後 の桃源境 フンザ

★大 ペル シ ャとァフガニ ス タン

―
お問い合わせは下記まで

一

鉄)ト ラ ベ ル 日 本
〒:00 東京都千代 田区有楽町 2-2-:
ラクチ ョウ ビル 5F 電話 (03)572-1461
担  当

―

外池・ 永瀬・ 月候・ 小 島

海外登山, トレッキングに傷害保険を
海外旅行傷害保険 (運動危険担保特約付 )に ついて研究 しております

タケ

岳   産  業 にご相談して 下 さい /

あなたの所得 を補償 する保険 をご存 じですか ?(所得補償保 険 )●所得補償!～ 5年 ,傷害特約60～ 120倍 までいろいろあります

自動車・火災・ レジャー (山岳保険 。国内旅行 。つり。ゴルフ・ ョット)。 普通傷害・利益。生産物等の私達の生活に関連した保険を取扱っています。岳産業の西田までご連絡下さい
々 ル

紙(鞣鳥齢喜 産業

'雰'‖

[Rl番11=碁t占 :4〒

532
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ど

る

花

園

の
美

し

さ

。
海

抜

４

８

６

５

ｍ
、
常

に

雪
塊

や
水

塊

を

た

た

え

て

い
る

ア

ル

ハ
ル

ウ

ッ
ト

湖

の
神

秘

的
な

静

け
さ
。
す

べ
て
が
彼

ら

の
求
め

て

い
る
超

現

実

的

な

世

界

で
す

。

ダ

ー
ジ

リ

ン

ヒ

マ
ラ

ヤ

の

リ

ゾ

ー

ト

タ
ウ

ン

「
ダ

ー
ジ

リ

ン
」

は
海

抜

２

１

３

４

ｍ
の
高

地

に
あ

り

ま

す

。

イ

ン
ド

の
上

流

階

級

や
外

国

人

た

ち

の
別
荘

も

多

く

、

健

康

的

な
雰

囲

気

に
あ

ふ
れ

た

街

。

こ

の
ダ

ー
ジ

リ

ン

の
南

東

わ
ず

か

Ｈ

キ

ロ

の
地

点

に
あ

る

タ
イ

ガ

ー

・
ヒ

ル

か

ら
望

む

カ

ン
チ

ェ
ン
ジ

ェ
ン

ガ

（世

界

第

３

位

）

や

エ
ベ

レ

ス
ト

の
偉

観

は

、

文

字

通

り

世

界

最

高

の
も

の
。

兄

る

人

の
心

に
衝

激

に
も

近

い
感

動

を

与

え

ず

に
は

お

き

ま

せ

ん
。

シ

ッ
キ

ム

ご

く

最

近

ま

で
鎖

国

状
態

で
あ

っ
た

シ

ッ

キ

ム

ヘ
入

境

す

る

こ
と
が

で

き

る

よ
う

に

な

り

ま

し

た

。

観

光

客

の
ほ

と

ん

ど
な

い

現
代

の
「
桃

源

境

」
と

は

こ

こ

の

こ
と

で
す

。

王
宮

を
中

心

に
神

秘

の
国

が

、

静

か

な

た

た
ず

ま

い
を

見

せ

て

い
ま

す

。

ダ

ー

ジ

リ

ン
か

ら

の
途
中

に
あ

る

カ

リ

ン

ポ

ン

の
町

も

、

長

期
滞

在

に
向

い
た

静

か

な

リ

ゾ

ー

ト
。

買
物

も

楽

し

い
思

い
出

に

な

る

で
し

ょ
う

。

〔註
〕
シ

ッ
キ
ム
入
境
の
場
合
は
イ
ン
ド

の
ビ
ザ
と
は
別
に
特
別
許
可
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は

エ
ア

・
イ

ン
デ
ィ
ア
に
お
問

い

合
せ
く
だ
さ

い
。

ガ
ル
ワ
ル

・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ガ
ル

ワ
ル
地
区

は
、

デ
リ
ー
の
北
束
約

４
０
０
キ
ロ
の
地
点
に
あ
り
、
１
９
７
４

年
７
月
か
ら
外
国
人
に
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

ナ
ン
ダ
デ
ビ
ー
（７
８
１
６

ｍ
）
ゃ
、
ガ
ン

ジ
ス
川
の
源
流
近
く
に
あ
る
ヒ
ン
ズ
ー
教

の
聖
地
を
た
ず
ね
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
、

高
山
植
物
の
宝
庫

″花
の
谷
″
や
４
０
０
０

ｍ
を
こ
す
山
岳
湖

へ
の
旅
が
楽
し
め
ま
す
。

テヘラン
モスコー

フラン
ジ

―ヨーク|
ロンドン

ノヽ1リ

クフルト
ュネープ
ローマ
カイロ

|イ ルート
クエイト
ハーレン

アディ

マ

ッ カ

●

讐
一

ル
フ̈

タ

一
ン

一　
ル
ボ
ル

ニ
ス
カ
ガ
ラ

ド

一
ヤ
ン
ア

シ
パ
ジ
シ
ク

モーリシャス
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